
 更新 JA全農ミートフーズ株式会社
備　　　　　考

１.国産 ○ 令和2年11月の成牛と畜頭数は、105.1千頭(前年比100.8%)となった。 ○国内生産量の推移（単位：千頭）

内訳を見ると、和牛53.3千頭（前年比104.9%）、交雑牛21.9千頭（同 98.0%）、乳牛去勢13.9千頭(同 96.5%)であった。

○ 令和2年12月の成牛と畜頭数は、速報値（12/28まで集計）で97.8千頭（前年比103.4%）と前年を上回った。 頭数 前年比 頭数 前年比 頭数 前年比 頭数 前年比

○ (独)農畜産業振興機構が12月24日に公表した牛肉の需給予測によると、1月の生産量は全ての品種で出荷頭数の減少が見込まれることから、 H28年 442.7 91.7 223.5 100.8 198.3 95.8 1,043.0 94.7

前年同月をやや下回ると予測している。 H29年 439.8 99.3 239.6 107.2 191.3 96.5 1,040.3 99.7

3ヶ月平均（11～1月）について、出荷頭数・生産量ともに前年同期をわずかに上回ると予測している。 H30年 452.9 103.0 249.3 104.0 177.8 92.9 1,051.7 101.1

2.輸入 ○ 令和2年11月の輸入通関実績によると牛肉輸入量は全体で49.4千㌧(前年比104.5%、前月比97.0%)となった。 H31年 457.8 101.1 236.7 94.9 167.9 94.4 1,038.6 98.8

内訳は、チルドが21.6千㌧（前年比101.0%、前月比101.1%）、フローズンが27.8千㌧（同 107.5%、同 94.1%)となった。 R2年    8月 35.6 109.4 17.8 100.3 13.1 97.0 81.1 103.0

チルド輸入量は豪州産が現地の出荷減や入船遅れの影響で減少したものの、前年同月で国内在庫を背景に手当てを絞ったことから前年を上回っており、 R2年    9月 38.4 108.0 18.2 96.0 13.4 98.7 86.3 103.1
フローズンもチルドと同様に前年度に調達を調整したことや米国産の前年通関が少なかった反動などにより、全体として前年を上回る結果となった。 R2年    10月 43.1 111.6 19.6 97.5 13.5 94.3 93.7 103.5

主な国別でみると、チルドは米国10.8千㌧（前年比 111.8%）、豪州9.0千㌧（同 94.3%）、カナダ0.7千㌧（同 71.7%）、フローズンは豪州12.1千㌧（前年比 89.3%）、 R2年    11月 53.3 104.9 21.9 98.0 13.9 96.5 105.1 100.8

米国11.7千㌧（同 181.0%）、カナダ2.4千㌧（同 59.0%）、ニュージーランド0.6千㌧（同159.8%）、メキシコ0.4千㌧（同 66.6％）であった。  　
○ (独)農畜産業振興機構が12月24日に公表した牛肉の需給予測によると、チルド輸入量は豪州産の干ばつ後の牛群再構築による生産量減少に伴う現地価格の ○輸入量の推移（単位：千㌧，％）

高騰や新型コロナウイルス感染症の影響に伴う北米工場の作業効率の低下が継続する中、北米からの入船遅れや前年度の日米貿易協定の発効による関税の 暦年

引き下げを見越した通関繰越の反動等から、12月は前年同月をわずかに上回り、1月はやや下回ると予測している。フローズン輸入量について、12月は前年度の 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 ＊財務省：

輸入量が外食等の好調な需要を背景に多かったことから前年同月を大幅に下回り、1月は前年度の日米貿易協定の発効による関税の引き下げを見越した通関 H28年　 503 101.9 229 111.9 274 94.7 　　　通関実績

繰越の反動等から、前年同月をかなりの程度下回ると予測している。 H29年　 573 113.9 266 116.0 307 112.0

1.家計消費 ○ 総務省発表の令和2年10月度家計調査報告によると、全国二人以上の１世帯当たり牛肉購入量は577ｇ(前年比120.7%)、支出金額が1,771円(同116.4%)となった。 H30年　 607 106.0 279 104.9 329 107.0

2.小売動向 ○ 日本スーパーマーケット協会など食品関連スーパー3団体の11月の販売統計速報によると、既存店ベースでの畜産部門の売上高は1,127億円(前年同月比 H31年　 615.0 101.3 275.0 98.6 340.0 103.6

11月概況 104.9%）となった。家庭内消費需要が堅調であり、全般的に好調だったとしている。鍋物食材の引き合いが強く、なかでも鶏肉がよく売れた。牛肉は平日が R2年    8月 47.2 88.2 19.3 74.1 27.8 101.6

輸入牛や切落し、週末が和牛ステーキなどの高単価の商品が好調で、豚肉は鍋商材の荷動きが良かったが、国産豚が相場高の影響で伸び悩んだ店舗もあったと R2年    9月 44.2 87.6 18.3 85.2 25.9 89.4

している。ハムなどの加工品は家庭用、ギフト用ともに好調だったとの報告がなされた。 R2年    10月 50.9 92.0 21.3 83.8 29.5 99.0

○ 日本チェーンストア協会が公表した11月販売概況によると、畜産品の売上は883億円（店舗調整後で前年同月比105.0%）となり、2月以降10か月連続で R2年    11月 49.4 104.5 21.6 101.0 27.8 107.5

前年実績を上回り、前月比でも100.5％と上回る結果となった。

3.外食 ○ 日本フードサービス協会がまとめた外食産業市場調査11月度結果報告によると、11月は新型コロナ新規感染者数の増加が著しく、特に店内飲食が主体の業態で ○総務省：家計消費量(㌘，円，％)  　○輸出量の推移（単位：㌧、％）

11月概況 週を追うごとに客足が遠のき、下旬には政府・自治体の行動自粛要請などにより回復傾向が失速し、外食全体の売上は前年同月比92.2％となった。業態別では、 暦年 暦年
チルド
数量 前年比

①ファーストフードは引続き業種間で回復に差があるものの、洋風のテイクアウトとデリバリーの需要が堅調に推移し、全体売上は100.9％となった。②ファミリー 数量 前年比 金額 前年比

レストランは新型コロナ新規感染者数の増加に伴い、週を追うごとに客足が落ち全体売上は89.6％となり、焼肉は109.4％と前年を上回った。③居酒屋は引続き H28年 6,439 103.3 21,898 103.1 Ｈ28年 1,005.5 115.1

コロナによる打撃が他業態より大きく、行政からの行動自粛や営業時間短縮の要請が売上不振に拍車をかけ、全体売上は57.2％となり、④ディナーレストランも H29年 6,558 101.8 21,958 100.3 Ｈ29年 1,336.2 132.9

新型コロナウイルスの影響により、特にビジネス街や繁華街の夜の時間帯の落ち込みが大きく、売上は73.4％と依然厳しい状況が続いているとしている。 H30年 6,720 102.5 21,871 99.6 Ｈ30年 1,909.9 142.9

1.在庫 ○ (独)農畜産業振興機構公表の令和2年10月末の推定期末在庫量は、133.0千㌧(前年比100.6%、前月比97.9%）となった。 H31年 6,558 97.6 21,178 96.8 Ｈ31年 2,065.5 108.2

内訳は、輸入品在庫が122.3千㌧（前年比100.6%、前月比97.7%）、国産品在庫が10.7千㌧（同100.2%、同 100.3%）となった。 R2年   8月 613 109.9 2,113 114.0 R2年    9月 275.5 154.4

同機構によれば、国産品と輸入品を合わせた期末在庫は、11月が127.6千㌧(前年比 103.0%)、12月が122.7千㌧(同 103.3%)、1月が120.2千㌧(同 96.0%) R2年   9月 528 109.1 1,801 115.4 R2年    10月 294.5 164.3

と予測している。 R2年  10月 577 120.7 1,771 116.4 R2年    11月 245.3 132.1

1.R2年12月 ○ 令和2年12月の東京市場枝肉卸売価格（速報値12/28時点）は、和牛去勢A5が2,879円（前年比105.9%）、和牛去勢A4が2,623円（同114.6%）、和牛去勢A3が  ※輸出数量は冷蔵品のみ

速報値 2,356円（同 118.0%）、交雑牛B3が1,666円（同 100.4%）、乳牛去勢B2が947円（同99.3%）であった。 ○市況の推移:　東京市場（税込み、単位：円/ｋｇ、％）

2.R3年1月 ○ (独)農畜産業振興機構が12月24日に公表した1月の国内出荷予測頭数を品種別にみると、和牛が33.3千頭（前年比96.2%）、交雑牛が17.8千頭（同 97.6%）、 暦年

予測 乳用種が25.8千頭（同 92.7%）であり、全体では78.2千頭(同 95.5%)と見込んでいる。 価格 前年比  価格 前年比  価格 前年比  価格 前年比

○ 12月の枝肉相場は、政府の補助事業の影響や輸出需要が好調に推移するなかで、引続き内食需要が堅調となり、強含みの展開となった。 H28年 2,852 112.5 2,617 111.2 1,680 102.7 1,015 94.4

1月について、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い非常事態宣言が発出される状況下で、①輸出量が増加傾向にあること、②政府の補助事業の影響、 H29年 2,817 98.8 2,472 94.5 1,496 89.0 993 97.8

③引続き内食需要が堅調に推移すると見込まれるものの、枝肉相場は季節的な背景もあり、全体的には弱含みの展開が予測される。 H30年 2,808 99.7 2,474 100.1 1,523 101.8 1,039 104.6

ただし、新型コロナ感染者数が増加しており、行政対応等による枝肉相場への影響には引続き注視が必要である。 H31年 2,732 97.3 2,408 97.4 1,626 106.7 1,016 97.8

◎ 枝肉相場予想：東京市場【税込】 R2年   8月 2,379 89.9 2,039 86.6 1,382 83.5 887 87.0

・和牛去勢　「A-5」： R2年   9月 2,411 88.5 2,076 86.1 1,308 81.1 843 86.3

・和牛去勢　「A-4」： R2年　10月 2,601 97.8 2,337 99.0 1,413 89.6 895 89.8

・交雑去勢　「B-3」： R2年　11月 2,738 99.2 2,495 103.4 1,594 99.6 955 97.4

・乳牛去勢　「B-2」： R2年12月速報値 2,879 105.9 2,623 114.6 1,666 100.4 947 99.3

1.R3年1月 ◎ 首都圏仲間価格【税抜】 【和牛：4等級】 【ホルス：2等級】 【交雑牛：3等級】  農水省食肉流通統計

予測 ・和牛カタセット(スネなし)： 4,300円 ・ホルスカタセット(同)： 2,350円 ・交雑牛カタセット(同）： 3,000円 （速報値は農畜産業振興機構が公表する東京市場の平均枝肉価格）

・和牛ロースセット(ヒレなし)： 6,800円 ・ホルスロースセット(同)： 2,950円 ・交雑牛ロースセット(同）： 4,400円

・和牛モモセット(スネなし)： 4,300円 ・ホルスモモセット(同)： 2,100円 ・交雑牛モモセット(同）： 3,050円

・和牛トモバラ： 2,200円 ・ホルストモバラ： 1,000円 ・交雑牛トモバラ： 1,500円

成牛計交雑牛計

乳牛去勢B-2

1月予測

　全国１世帯当り

　乳牛去勢計

交雑牛去勢B-3和牛去勢A-4和牛去勢A-5

牛　肉　情　勢 1月7日

チルド数量 フローズン数量輸入数量合計
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